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4月25日

目標・策 中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

知識・技能

令和３年度全国学力・学習状況調査の自校結果より国語・
算数の「知識・技能」において１ｐｔ以上向上させる。
令和４年度全国学力・学習状況調査の国語・算数・理科の
「知識・技能」において全国平均と同等以上にする。

毎週金曜日の朝に行っている「ぐんぐんタイム」の計
画的な実施を通して、国語（言葉）を中心に基礎基本
の定着を図る。算数においては「ドリルパーク」等を
活用し、反復・習熟に取り組む。

知識・技能

思考・判断・表現

令和３年度全国学力・学習状況調査の自校結果より国語・
算数の「思考・判断・表現」において１ｐｔ以上向上させ
る。
令和４年度全国学力・学習状況調査の国語・算数・理科の
「思考・判断・表現」において全国平均と同等以上にする

とくに「表現」については、学校課題研修において、
教職員の共通理解を図りながら児童一人ひとりが自信
をもって発表できるような手立てや工夫について研究
を重ねていく。

思考・判断・表現

主体的に学習に取り
組む態度

令和４年度全国学力・学習状況調査「課題の解決に向け
て、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」の質問
項目において、肯定的な回答の割合を８０％以上にする。

すべての授業において、導入を工夫し、大切にする。
児童の興味を引き付けるとともに解決の見通しをもた
せ、自力解決する場と時間を設定する。また授業中に
振り返りの時間を確保し、学習の定着を図る。

主体的に学習に取り組
む態度

8月31日 2月28日

さいたま市学習状況調査結果・分析全国学力・学習状況調査結果・分析

国語：  　算数：  　理科：
小３

国語はどの領域も市平均を大きく下回る結果となったが、「我が国の
言語文化に関する事項」では平均を上回った。朝学習の成果が少しず
つ表れ始めていると考える。算数も平均を下回っているが、ポイント
の差は少なかった。

小４

国語・算数ともに市平均より３ポイント以上下回る結果となった。とくに
算数における「データの活用」において、無回答率が高かったので、まず
は思考の過程「学びの足あと」を大切にすべく授業を日頃から意識して行
う。

・どの教科においても無回答率が高かったので、日頃の授業から「学びの足あと」を残すような声かけ、指導を低学年から徹底して行う。
・賞賛の言葉を意図的に増やしながら子どもたちの「自己肯定感」を高め、自信をもって回答できるように導く。
・特別活動（行事や係活動等）を通して、主体的に最後まで取り組めるよう指導し、できたものを児童自身に伝えるとともに２学期の個人面
談でも保護者に伝えて評価する。

小５

国語・算数・理科・社会の全教科において、市平均を３ポイント以上
下回る結果となった。国語では「情報の扱い方に関する事項」は大幅
に平均を下回ることになった。全教職員の共通認識を図りながらどこ
でつまずきがあるのか、課題を明確にする必要がある。算数では多く
の領域で平均を下回ることになった。社会では特に「地理的環境と
人々の生活」に係る設問が市平均を大きく下回った。

小６

国語・算数・理科・社会の全教科において、市平均を３ポイント以上下回
る結果となった。ただ国語においては、「無回答率」がほとんどの設問で
1％を下回った。「学びの足あと」を残すことができた。算数では「数と
計算」が大きく市平均を下回った。社会では「歴史と人々の生活」に係る
設問が大きく平均を下回った。理科では「地球を柱とする領域」で無回答
率が高かった。

・本題に至るまでにあきらめることのないよう、国語を中心に基礎基本の定着を図る。毎週金曜の朝学習「ぐんぐんタイム」を活用し、全校で足並みをそ
ろえて取り組ませる。
・「学力向上カウンセリング訪問」を依頼し、全教職員の研修としてより詳細な分析をいただき、指導いただいた点については普段の授業、そして学校課
題研修における研究授業等の視点や手立てにも取り入れるようにする。

主体的に学習に取り
組む態度

今年度児童質問紙において「学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点
を見直し，次の学習につなげることができていますか」という質問項目に関しては、肯定的
な回答が8割以上を超え、学習に関する意欲的な面が見られた。 主体的に学習に取り組

む態度

とくに算数においては、問題解決に向け、見通しをもたせるための導入を工夫し、大切にする。児童の興味を引き付けるとと
もに解決の見通しをもたせ、自力解決する場と時間を設定する。ＩＣＴ機器を活用した指導の工夫についても継続して行って
いく。

3月7日

成果指標に対する達成状況 次年度への課題と改善策

思考・判断・表現

今年度全国学力・学習状況調査において、国語・算数・理科のすべての教科で全国平均を下
回る結果となった。

思考・判断・表現

全ての教科のベースとなる国語において、言語活動の工夫を図る。相手意識や目的意識を明確にした系統的・段階的な言語活
動を設定し、自分の言葉で表現できる児童の育成を目指す。

知識・技能

今年度全国学力・学習状況調査において国語・算数においては全国平均を下回ったが、理科
においては全国平均を上回ることができた。

知識・技能

次年度においても朝学習で行っている「ぐんぐんタイム」の計画的な実施を通して、また読書に係る活動を大切にして国語
（言葉）を中心に基礎基本の定着を図る。学習用語や言語に係る掲示の充実と活用を図る。算数においても「ぐんぐんタイ
ム」の工夫・活用を通して反復・習熟に取り組みながら基礎・基本の定着を目指すとともに、環境整備を進めていく。

2月28日
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